


10月27日（水）、東京2020パラリンピック車いすバスケットボール
競技で銀メダルを獲得した砺波市出身の宮島選手と、砺波市・南砺
市の男子ミニバスケットボールの6年生24名との、車いすバスケット
ボールの体験及びゲーム&トークセッションを砺波体育センターで
開催しました。
初めて体験する競技用の車いすの操作に子供たちは前半悪戦苦闘
して、なかなか思い通りにならない様子でしたが、後半は宮島選手
の適切なアドバイスもあり、みるみるうちに上手に車いすを操ること
が出来るようになっていきました。
車いすに慣れたところで、実際にボールを使った体験をしましたが、
宮島選手の見事な車いすの操作とボールを扱う技術の高さに、子供
たちはとても驚き感激した様子でした。充分にボールを使った体験を
した後の宮島選手対子供たち10人の試合では、思い通りにいかない
ながらも必死にボールを追いかける楽しそうな姿がとても印象的でし
た。そして10人を相手にした試合でも、コートを縦横無尽に動き回る
宮島選手のプレーに何度も大きな歓声が上がりました。
宮島選手とのトークセッションでは、小学生時代のバスケットボー
ルの出会いから、中学生時代に怪我をし、車いす生活になるまでの
いきさつ、絶望の中、家族や周囲の人の支えで立ち直り、全日本代
表を勝ち取るまでに至ったこと等、「夢を持つこと、諦めないこと、
感謝すること」の大切さを力強く語った宮島選手の言葉の一つ一つ
が強く印象に残りました。
最後に、子供たちは銀メダルを触らせてもらい、その重さが一人一
人の心に大きく刻まれ、強く心に残る交流会になりました。

10／27
（水）

東京２０２０パラリンピック車いすバスケットボール　銀メダリスト

宮島選手との交流会

続々 子供たちがやって来ました

宮島選手の見事な車いす操作

トークセッションで真剣に聴き入る子供たち

9／9
（木） 災害時連携協定締結式

　 9 月 9 日（木）砺
波市役所にて小西
会長、夏野砺波市
長、老社会福祉協
議会会長と災害時
連携協定を交わし
ました。

内容は、災害発生時に当クラブが砺波市社会福
祉協議会より要請を受けたときはできる限り次の要
請に応じるというものです。
１）災害ボランティアセンターの運営に対する人的
　　支援

２）必要な備品・資機材の調達、輸送の支援

３）その他ボランティア活動に必要な支援

締結のあと夏野市長より「大規模災害がいつ起
こるかわからない時代であり、ボランティアセンター
が大きな復興の力になる。地域に精通したライオン
ズクラブとの協定締結は大変心強く感謝しています。
　コロナ禍でなかなか訓練ができない状況だが、
市民の安心安全のためにこの協定がより良いものと
なるよう、指導や協力をお願いしたい。」との言葉
をいただきました。

7／16
（金） 「こども１１０番の家」コーン贈呈

今年度は、『こども110 番の家』カラーコーンを、
要望があった砺波南部小学校へ 20 個、庄南小学
校へ20個、出町小学校へ10個寄贈しました。
贈呈式は 7月 16日（金）砺波南部小学校で行な
われ、集団登校の通学班長の6年生26人と砺波警
察署から生活安全課、友井千恵子巡査長、当クラ
ブから会長、副会長、幹事、委員長が出席して行
なわれました。式では小西会長が「登下校の際、
不審な声掛けや危険があったらコーンがある『こど
も110番の家』に助けを求めてください。」とあいさ
つ。砺波警察署と当クラブから代表の児童3人に手
渡されました。児童代表の坪本奈々さんより「い
つもこのコーンのおかげで安心して通学しています。
これからもよろしくおねがいします。」とお礼の言葉
をもらい、市川峻 PTA 会長から謝辞がありました。

「これからもこのコーン
を目印に元気に通学し
てね」

当クラブは一昨年より「こみんか塾」へ食事の提供をしてきました。
今年度は新型コロナ感染防止に配慮して、通常の食事会ではなく、
屋外での体験型活動を企画しました。11月14日（日）地元頼成営農組
合のりんご園へ、子供たちと保護者・ボランティアで勉強を教えている
講師など18名を招いてりんご狩りとゲームで交流しました。
当日は天候にも恵まれ、初めてリンゴ狩りを体験する参加者も多い中、
最初に頼成営農組合 林理事から砺波でりんご栽培がされるようになっ
た経緯や、美味しいりんごの見分け方を教わりました。その後、樹木の
枝の先端の方から、お尻の黄色いりんごを選んで袋いっぱいに詰め込
みました。
りんご狩りの後、摘んだりんごで『総重量競争』や『指定された重
さに近いりんごの組み合わせゲーム』を行い、豪華賞品を当てて楽しい
体験交流会を終えました。

イオンモールとなみにおいて７月４日（日）と10月 3日
（日）に街頭献血、薬害防止・四献登録啓発活動を実施
しました。
今年度は若年層の献血を広めようと高校生向けのプラ
カード２枚作成したり、献血日前には、砺波高校、砺波
工業高校を訪問しポスターの掲示、パンフの配布などを
お願いした結果、７月に 4名、10月には3名の高校生が
初めての献血に協力してくれました。
今後このような活動を進める意義をクラブ員も感じる
１日になりました。
ご協力いただきました皆様ありがとうございました。

7月に初挑戦してくれた女子高生 10月は男子高校生が協力してくれました
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たわわに実ったりんごを
選りすぐり

ハシゴに登って
甘そうなりんご
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ピッタリの重さになれーっ!!

新会員の紹介新会員の紹介

11／14
（日）

こみんか食堂　『りんご狩り体験交流会』

7／4
（日）

10／3
（日）

・
街頭献血、薬害防止・四献登録啓発活動

地元の高校生も応援

両クラブ会長より
後援の北日本新聞
社砺波支社長に、
募金を預託しました

砺波RC五島会長
と、となみセントラ
ルLC小西会長に
よる始球式

10月19日（火）恒例の砺波RCとの親睦
チャリティゴルフ大会をゴルフ俱楽部ゴール
ドウインで開催しました。参加者は両クラブ
合わせて29名。爽やかな秋晴れに恵まれ、
元気に8組がスタートしました。
成績は1 位・2 位が砺波 RC、3位が当ク
ラブのL. 浄土でした。チャリティで寄せられ
た募金55,000円は砺波善意銀行に寄贈しま
した。

10／19
（火）

第１６回砺波ロータリークラブとの
親睦チャリティゴルフ大会


